
 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

７月 15日（水）～17日（金）の 3日間、神町中学校では

給食委員会主催の「いただきますクラスマッチ」が行われた。

各クラスが時間通りに「いただきます」ができているかを点検

し、1時 05分の「いただきます」を徹底させようというもの

である。また、早く食べ始めることによって、給食の残菜も少

なくしようというねらいも込められている。3年生は 3日間パ

ーフェクトを達成したものの、１・２年生は苦戦。1 日目・2

日目ともに、半分のクラスに×がついてしまった。特に 1年 3

組、２年２組、２年３組には 2日間連続で×がつき、背水の陣

をしいて 3日目を迎えた。しかし、最終日には給食委員会の必

死の呼びかけが功を奏し、全クラスパーフェクトを達成した。給食委員長の伊藤蒼空くん（3

年）は、『最初の日は達成できていないクラスが多く、あれ？っと思った。3日目にはパーフェ

クトを達成し、各学年の給食委員からは「前よりも給食の準備は早くなっている」との報告を

受けました。給食の準備が早くなることで、残菜も減ってきました。今後も、時間を守って「い

ただきます」ができることが当たり前になるように、みんなが意識してくれるとうれしいです。』

と話してくれた。また、３年５組給食委員の浅岡琉成くんは「１年生を見ていると、給食準備

の時間に、遊んでいたり廊下に出ている人が多い。みんなで呼びかけをして、直していきまし

ょう。」と後輩へのエールをおくってくれた。 

 

１・２日目は、あまり呼びかけをしていなかった。給食の準備の時間なのに、配膳せずに座

っていたり、しゃべったりしている人が多かった。最終日は給食委員で呼びかけをして、クラ

スのみんなにも協力してもらった。その結果、時間通りにいただきますができてうれしかった。

みんなで協力すること、時間を守って生活していくことが大切だと思った。 

（1 年 3 組給食委員 渡辺海兜） 

 

前日の終わりの会で話し合いをして、最終日には、給食委員も含めみんなで呼びかけをした。

時間の大切さやみんなで力を合わせることの大切さを学んだ 3 日間でした。昨日の給食準備も、

きちんとできました。（2 年３組給食委員 安達亮太） 

 

3 日目は、みんなが協力して準備をした。前の 2 日間は協力が足りず時

間をオーバーしてしまった。早く「いただきます」をすることで「ごちそ

うさま」も早くなり、時間に余裕ができるし、気持ちよく給食が食べられ

る。これを日常にしていきたい。（2 年 2 組給食委員 山口蒼真） 
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